




要約 外表奇形の発生原因を知り,予防および生後の対策の改善に資することを目的とし

て,奇形の発生頻度の継続的調査,奇形発現に関係する可能性のあるいろいろな環境要因の

分析,および奇形児の生命や機能の予後についての調査を実施してきた。 

研究組織を 1)特定の奇形の発生率の実態調査, 2)特定の奇形の原因についての調査, 3)

流産や死亡例における奇形の種類についての解析, 4)特定の奇形の有意な増加または減少,

原因と結果の有意性などを検討する統計的解析, 5)死亡例や機能障害と奇形の関連などを

検討するグループに分けた。 

奇形の発生率については,病院ベース,および,地域ベースの年次的推移が報告された。 

今年は,従来の東京,神奈川,鳥取,石川,愛知に加えて,宮崎および大阪における病院ベース

のデータが追加された。一部の奇形については出生前に診断される機会が増加し,出生前に

自然もしくは人工的に失なわれる率が推定されるようになった。 

特定の奇形と特定の原因との関係について,昨年度にひきつづいて日常的にありふれた環

境因子と奇形発生率の関係が検討された。放射線,喫煙,母体年齢,VDT 業務,発熱などと奇

形発生の間の相関については来年度も継続的に調査の必要がある。これらの外因の他に,

食品添加物の変異原性と市販の総量に着目した環境変異原性の危険度が提示された。 

生まれた奇形児の死亡率は乳児死亡率のトップを占めるが,外表奇形を欠く内臓奇形のみ

のものや,重症心身障害児として養育に配慮すべき生存例も多い。したがって,新生児の情

報を出生前と出生後に伸ばして継続的な対策を立案するための資料を整える必要があろう。 


